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沖縄こどもの未来県民会議 令和６年度事業計画 
 

 
総会【７月】 
 県民会議設置要綱第５条の規定に基づき、県民会議の総会を開催する。 
 
理事会【５月、３月】 
 県民会議設置要綱第３条第６項の規定に基づき、県民会議の事業を円滑に推進するため、理事

会を設置する。 
 
部会【必要に応じて部会長が収集】 
 理事会設置要綱第５条の規定に基づき、理事会の円滑な実施のため、以下の部会を設置する。 
 １ 事業推進部会 
 ２ 普及啓発・評価部会 
 
 

こども未来支援事業 

 児童養護施設退所児童やひとり親家庭等に対する支援のほか、 

NPO 法人やボランティア等が協働して実施する活動に対し支援を 

行う。 

 

⑴ こどもに寄り添う給付型奨学金事業【通年】 

児童養護施設等を退所し、大学や専門学校、大学院等へ進学す 

るこども達へ入学金及び授業料（全額）、教材費等（定額）の 

支援を行うとともに、進学後の実態を把握し、個々の状況に応じ 

た寄り添い支援に取り組む。 

また、国の「高等教育の修学支援新制度」等の活用を促すとと 

もに、本奨学金との併用に伴う返還が円滑に行われるよう返還方 

法の見直しを図る。 

 

⑵ こども未来応援助成事業【通年】 

こどもの貧困解消に向けた県民運動を推進していくため、こど 

もの貧困解消に取り組む企業及びNPO法人等を対象に企画提案事 

業の公募を実施し、採択事業に対し助成を行う。 

（助成団体数） 

Ｒ６年度新規募集 ：６団体 

 

⑶ 食支援連携事業【通年】 

（①おきなわこども未来ランチサポート、②日本ケンタッキ－

・フライド・チキン株式会社との協定に基づく食材提供支援） 

地域で食事支援を行うこどもの居場所や十分に食事を摂るこ 

とが難しい家庭に対し、食品を安定的に供給する体制を整備する

ことで生活の安定と子どもの居場所の持続的活動を支援する。 

企業等からの食料品寄贈が減少傾向にあることから、令和６年 

度も継続してランチサポート事務局に、主に協賛企業の開拓を担

う専門員を配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 予算額   38,452,000 円 

 事業費(継続＋R7 入学(20 名)）

      34,708,000 円 

  事務費(人件費、使用料等) 

      3,744,000 円 

 

 

 

 

 

 予算額    9,000,000 円 

 助成団体６団体×1,500,000 円 

 

 

 

 

 

 

 予算額   17,039,000 円 

 県補助金  15,000,000 円 

 基金補助金（ふるさと納税） 

  2,039,000 円 
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⑷ 県外大学等進学サポート事業【通年】 

県外大学等に進学を希望する低所得世帯の高校生等の経済的 

負担軽減と安心して学業に専念できる環境を確保するため、県外

大学等の受験、進学又は進学先から出席要請を受けた行事への参

加に係る渡航費用を支援する。令和６年度は、文部科学省の指定

を受けた外国大学日本校も進学先に含めるとともに、18 歳に達す

る日以後の最初の３月 31 日までの間にある高卒認定資格取得者

を対象者として、利用者の拡充を図る。 

 

 

 予算額  23,737,000 円 

 事業費(R6 募集人数(200 名)） 

      20,000,000 円 

  事務費(人件費、郵送料等) 

3,737,000 円 

 

普及啓発事業 

 沖縄こどもの未来県民会議の取組について、イベント活動や 

ホームページなどによる普及啓発活動を行うとともに、県民会 

議の事業を継続的に行うための寄付活動を行う。 
 
⑴ イベント活動等による普及啓発活動【通年】 

沖縄県全体の気運を高め、こどもの未来に対する支援活動など

を拡大していくことを目的に、広く県民を対象とした集客型イベ

ントの開催や、他団体が主催するイベントにおいて学生ボランテ

ィアなどと連携した普及啓発活動、ポスターやニュースレター等

を活用した広報活動などを通して、こどもの貧困解消に向けた県

民会議の取組について周知広報を行い、支援の輪の拡大に取り組

む。 

 
⑵ ＳＮＳ等による普及啓発活動【通年】 

ホームページやＳＮＳ等を活用し、こども未来支援事業や普及啓 

発事業における活動状況や県民会議構成団体の支援活動、支援を受

けたこども達の声を広く発信するとともに、多様なメディア媒体を

通じた情報発信に取り組む。 
また「こどもミライ」サイトを多くの子育て世帯や支援員等が活 

用できるよう、支援情報の掲載方法の見直しや市町村等を介した周

知に取り組む。 
 

⑶ その他広報・寄付活動【通年】 

 周年企業や各種団体等への寄付要請活動に取り組むとともに、 

県民一体となったこどもの貧困解消に向けた取り組みを推進す 

るため、企業等における自主的な支援活動について周知・広報を 

行い、多大な貢献をされた企業や個人に対して感謝状を贈呈す 

る。 

また、寄付型自動販売機、募金箱の設置促進や企業協力による寄 
付付き商品への協力依頼、オリジナル LINE スタンプの販売等の寄付

活動に継続して取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 予算額    2,500,000 円 

 イベント委託料等 

      2,500,000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 予算額    4,200,000 円 

 ホームページ保守管理 

       1,000,000 円 

 ミライサイト保守管理・改修 

       3,200,000 円 

 

 

 

 

 予算額    500,000 円 

 ニュースレター・チラシ等の 

印刷等   500,000 円 

 



３）公益目的（公３） 

令和６年度子ども・若者支援事業（案） 

 

本会主催の沖縄県青少年交流体験事業（フレンドシップイン九州・兵庫）に参加した OB 等

を対象にボランティアスタッフとして登録し、様々な分野において活躍できるよう育成する。 

また、地域を支える社会教育団体として、社会教育に新たに求められている地域づくりの担

い手となる人材育成を図るため、次の支援活動を推進する。 

  ～支援者につながり つなぎ 子ども若者が自立・活躍できる社会を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

１．ボランティア

養成活動 

①ボランティアスタッフの養成 

 フレンドシップイン九州・兵庫等に参加した OB 等からボ

ランティアスタッフを募り、その登録者に心理学やコミュ

ニケーション等の講習会を通して、支援者としての資質を

高める。 

 

②体験プログラムの実施 

 ア 料理体験（お菓子作り、そば打ち、カレーライス等） 

 イ 物づくり体験（様々な工作物づくりや科学実験等） 

 ウ 自然体験（SDGs 関連や沖縄の動植物観察等） 

  ボランティアスタッフや専門の講師を招き実施する。 

場所は、男女共同参画センターてぃるるの生活実習室、体育 

館他を予定。 

２．体験プログラム

の実施 

3．情報交換会

の開催 

子ども・若者の居場所事業を実施している、関係団体に呼び掛

けて、安全や健康面での課題や、各種助成事業等の情報提供及

び実践事例を持ち寄り相互の連携を深めるため、育成者研修

会を開催する 

 年 3 回（7 月、10 月、２月）開催 


